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社
員
と
経
営
者
が
共
に
学
び
合
う
！

社
員
と
経
営
者
が
共
に
学
び
合
う
！

　

七
月
十
四
日
（
火
）・
十
五
日
（
水
）

の
二
日
間
、
前
橋
問
屋
セ
ン
タ
ー
会

館
を
会
場
に
「
二
〇
二
六
新
入
社
員

フ
ォ
ロ
ー
研
修
会
」
を
開
催
。
十
八

社
よ
り
二
十
八
名
、
経
営
者
側
を
含

め
て
約
七
〇
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
「
入
社
三
ケ
月
間
を
振

り
返
り
つ
つ
働
い
て
得
ら
れ
る
未
来

を
知
ろ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、「
こ
こ

ま
で
の
成
長
と
課
題
」「
仕
事
の
基

本
と
な
る
八
つ
の
意
識
」「
失
敗
の

活
か
し
方
」「
現
時
点
で
の
自
己
分

析
と
理
想
像
」
の
講
義
や
ワ
ー
ク
な

ど
を
実
施
。
適
宜
行
わ
れ
た
グ
ル
ー

ブ
討
論
で
は
、
学
び

や
気
づ
き
の
シ
ェ

ア
、
今
後
の
仕
事
に

ど
う
活
か
し
て
い
く

か
な
ど
を
率
直
に
語

り
合
い
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
「
新
入

社
員
と
し
て
の
一
年

で
何
を
得
て
ど
う
な

り
た
い
か
を
設
定
し

よ
う
」を
テ
ー
マ
に
、

「
報
連
相
を
身
に
つ

け
よ
う
」「
社
会
人

と
し
て
知
っ
て
お
き

た
い
お
金
の
話
」「
目

標
設
定
の
コ
ツ
」「
Ｇ

メ
ン
バ
ー
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
」
の
講
義
や

ワ
ー
ク
、
グ
ル
ー
プ

討
論
な
ど
を
実
施
し
た
上
で
、
各
自

が
来
年
三
月
ま
で
の
「
目
標
＆
行
動

計
画
書
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

受
講
生
が
記
し
た
研
修
レ
ポ
ー
ト

＆
経
営
者
側
の
感
想
（
抜
粋
）
を
左

記
に
掲
載
し
ま
す
。

﹇
受
講
生
﹈

○
グ
ル
ー
プ
討
論
で
様
々
な
意
見
を

聞
き
、
業
種
や
仕
事
内
容
に
よ
る
違

い
を
交
流
で
き
た
。
自
分
を
見
つ
め

直
す
良
い
時
間
に
な
っ
た
。

○
四
月
の
研
修
会
か
ら
の
成
長
と
今

後
の
課
題
が
明
確
に
な
っ
た
。
自
分

に
足
り
な
い
部
分
を
来
春
ま
で
に
克

服
し
て
い
き
た
い
。

○
仕
事
を
す
る
上
で
注
意
す
る
点
や

意
識
す
る
こ
と
が
分
か
り
、
自
分
な

り
の
目
標
が
で
き
た
。
そ
の
目
標
を

達
成
で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
。

○
社
内
に
同
期
が
い
な
い
た
め
、
研

修
会
を
通
し
て
同
世
代
か
ら
刺
激
を

も
ら
え
た
。
ま
た
、
他
社
の
経
営
者

と
気
軽
に
話
せ
た
の
も
良
い
経
験

だ
っ
た
。

﹇
経
営
者
﹈

○
会
社
の
枠
を
越
え
、
経
営
者
と
社

員
が
仕
事
上
の
悩
み
や
課
題
を
話
し

合
う
こ
と
は
、
こ
の
研
修
会
の
付
加

価
値
と
存
在
意
義
の
高
さ
に
な
っ
て

い
る
と
感
じ
る
。

○
新
入
社
員
の
率
直
な
考
え
や
気
持

ち
に
触
れ
、
育
成
す
る
側
も
勉
強
に

な
っ
た
。
こ
の
経
験
を
今
後
の
社
員

教
育
に
生
か
し
て
い
き
た
い
。
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七
月
二
日（
木
）、同
友
会
事
務
所
・

会
議
室
を
会
場
に
「
第
三
十
一
期
経

営
指
針
を
つ
く
る
会
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
」
を
開
催
。
い
よ
い
よ
八
月

か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
今
期
の
「
つ
く

る
会
」
を
前
に
、
そ
の
理
解
と
参
加

判
断
の
機
会
と
し
て
企
画
・
設
営
さ

れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
「
同
友
会
が
め
ざ
す
経

経
営
指
針
を
つ
く
る
会

経
営
指
針
を
つ
く
る
会

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

経
営
労
働
委
員
会

営
指
針
と
は
？
」と
題
し
て
、

㈲
小
板
橋
産
業
・
小
板
橋
氏

（
経
営
労
働
委
員
長
）
が
経

営
指
針
の
全
体
像
と
作
成
意

義
を
説
明
。
続
い
て
「
経
営

指
針
作
成
で
我
が
社
は
こ
う

変
わ
っ
た
！
」
と
題
し
て
㈱

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
・
町
田
氏
が
、

事
業
承
継
に
合
わ
せ
て
先
代

の
ワ
ン
マ
ン
経
営
か
ら
脱
却

す
る
過
程
を
振
り
返
り
、
経

営
指
針
を
つ
く
る
重
要
性
と

財
務
状
況
や
社
員
と
の
向
き

合
い
方
の
変
化
に
つ
い
て
率

直
に
語
り
ま
し
た
。
最
後
に

「
開
催
概
要
・
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
説
明
」
と
し
て
、
㈱
社

長
の
味
方
・
高
橋
氏
が
、
全
六
講
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
各
講
に
お
け
る
ポ

イ
ン
ト
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま

し
た
。

　

三
名
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
語
ら

れ
た
経
営
指
針
成
文
化
の
意
義
や
価

値
、
魅
力
に
よ
っ
て
、
そ
の
場
で
数

名
が
「
つ
く
る
会
」
へ
の
参
加
を
表

明
。今
期
も
盛
会
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

六
月
三
十
日
（
火
）、
共
愛
学
園

前
橋
国
際
大
学
を
会
場
に
「﹃
企
業

×
学
生
﹄
本
音
ト
ー
ク
～
就
活
っ
て

何
？
～
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
ワ
ー
ル

ド
カ
フ
ェ
形
式
の
意
見
交
換
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
会
員

企
業
側
八
名
・
学
生
側
九
名
の
計

十
七
名
。

　

意
見
交
換
で
は
、
四
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
会
員
経
営
者
と
学
生
が
概
ね
半

分
ず
つ
に
分
か
れ
、
就
活
に
つ
い
て

の
情
報
交
換
や
意
見
交
換
、
学
生
か

ら
の
悩
み
相
談
に
対
し
て
企
業
（
経

営
者
）
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
、
文
字

通
り
の
本
音
ト
ー
ク
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
企
業

視
点
の
生
の
声
が
聞
け
る
貴
重
な
機

会
だ
っ
た
」「
定
期
開
催
し
て
も
ら

え
る
と
嬉
し
い
」「
学
生
の
正
直
な

意
見
が
今
後
の
参
考
に
な
っ
た
」

「
も
っ
と
積
極
的
に
就
職
と
向
き
合

え
る
場
所
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
」

と
い
っ
た
感
想
が
綴
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
も
双
方
に
と
っ

て
非
常
に
有
意
義
な
時
間
と
な
っ
た

事
が
伺
え
る
「
本
音
ト
ー
ク
」。
今

後
の
さ
ら
な
る
発
展
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

『企業×学生』本音トーク『企業×学生』本音トーク

青年部
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六
月
二
十
五
日
（
木
）、
桐
生
市

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
「
桐

生
み
ど
り
支
部
六
月
例
会
」を
開
催
。

㈱
ア
ー
キ
ズ
ム
あ
す
か
設
計
、
代
表

取
締
役
・
小
林
光
義
氏
（
副
代
表
理

事
／
前
橋
支
部
）
が
「
失
敗
と
挫
折

感
を
乗
り
越
え
て
辿
り
着
い
た
目
指

す
企
業
像
～
経
営
指
針
に
よ
っ
て
生

か
さ
れ
た
～
」
を
テ
ー
マ
に
報
告
し

ま
し
た
。

辿
り
着
い
た
目
指
す
べ
き
企
業
像

辿
り
着
い
た
目
指
す
べ
き
企
業
像

桐
生
み
ど
り
支
部
６
月
例
会

　

同
社
設
立
か
ら
二
十
四
年
目
を
迎

え
た
小
林
氏
は
、
同
友
会
で
の
学
び

を
通
じ
た
企
業
づ
く
り
と
、
数
々
の

建
築
賞
の
受
賞
実
績
を
紹
介
。
し
か

し
、
そ
の
裏
側
で
は
、
信
頼
し
て
い

た
幹
部
に
よ
る
裏
切
り
や
、
後
継
者

と
し
て
六
年
か
け
て
育
て
た
社
員
の

離
職
と
い
っ
た
経
営
を
揺
る
が
す
壮

絶
な
危
機
に
直
面
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
危
機
を
乗
り
越
え
ら
れ
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た
の
は
「
経
営
指
針

と
い
う
確
か
な
武
器

が
あ
っ
た
か
ら
」
と

断
言
す
る
小
林
氏
。

指
針
書
に
基
づ
い
て

財
務
状
況
を
客
観
的

に
把
握
し
、
理
論
的

な
行
動
計
画
を
立
て

る
こ
と
で
「
不
測
の

事
態
に
も
冷
静
に
対

処
で
き
た
」
と
言
い

ま
す
。

　

ま
た
、
後
継
者
候

補
と
の
葛
藤
か
ら
得

た
教
訓
と
し
て
「
社

長
の
幸
せ
と
社
員
の

幸
せ
は
違
う
」
と
い

う
気
づ
き
を
参
加
者

と
共
有
。
現
在
は
自
社
の
経
営
理
念

を
さ
ら
に
深
め
る
取
り
組
み
と
し

て
、
社
員
自
ら
が
働
き
方
を
選
択
で

き
る
「
キ
ャ
リ
ア
ス
テ
ッ
プ
制
度
」

や
、人
生
を
豊
か
に
す
る
た
め
の「
ロ

ン
グ
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
制
度
」
と
い
っ

た
新
た
な
挑
戦
に
つ
い
て
も
言
及
し

ま
し
た
。
報
告
の
最
後
に
は
「
経
営

指
針
は
平
時
は
も
と
よ
り
、
危
機
的

な
状
況
で
こ
そ
役
立
つ
ツ
ー
ル
」
で

あ
る
こ
と
を
改
め
て
強
調
し
ま
し

た
。

　

報
告
終
了
後
は
「
あ
な
た
の
目
指

す
企
業
像
は
？
」
を
テ
ー
マ
に
グ

ル
ー
プ
討
論
を
実
施
。「
経
営
指
針

に
基
づ
く
経
営
の
大
切
さ
」
や
「
社

長
の
幸
せ
と
社
員
の
幸
せ
の
違
い
」

な
ど
、
経
営
者
が
向
き
合
う
べ
き
本

質
的
な
問
い
に
つ
い
て
、
各
テ
ー
ブ

ル
で
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

優れた環境適応性。
より高精細で美しい仕上がり

「水なし印刷」システム

ムダな廃棄物を出さない。
必要な時に必要な部数を

オンデマンド印刷

「水なし印刷」は、湿し水を使用せず有
害な廃液を0にし、その結果CO2を削
減します。環境への負荷が格段に少な
い印刷システムです。

オンデマンド印刷は、「必要な時、必要
なだけ」の印刷でムダがなく、環境面
で優れています。また、印刷コストを抑
え、納期も短縮できます。

環境を思う、未来を想う
あらためて誓う
上武印刷

環境を思う、未来を想う
あらためて誓う
上武印刷

群馬県環境GS認定事業所

私たちは、環境にも、お客様にもやさしい企業を目指します。

〒370-0015  高崎市島野町890-25

TEL 027（352）7445（代）
FAX 027（352）2953（営業）

E-mail eigyo@jp-t.co.jp
URL http://www.jp-t.co.jp/

上武印刷株式会社
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六
月
十
九
日
（
金
）、
渋
川
市
中

央
公
民
館
を
会
場
に
「
渋
川
吾
妻
支

部
六
月
例
会
」
を
開
催
。「
人
材
の

見
極
め
方
と
育
て
方
」を
テ
ー
マ
に
、

同
支
部
会
員
の
㈱
オ
ー
ケ
ー
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
・
妹
尾
氏
、
㈱
コ
モ
チ
・

齋
藤
氏
、
㈱
ト
マ
ル
フ
ァ
ー
ム
・
都

丸
氏
の
三
名
が
登
壇
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
試
行
錯
誤
と
実
践
事
例
を
報
告
し

ま
し
た
。

　

妹
尾
氏
は
、
新
卒
採
用
に
お
け
る

ミ
ス
マ
ッ
チ
や
「
と
に
か
く
人
を
入

れ
な
け
れ
ば
」
と
い
う
焦
り
か
ら
採

用
基
準
を
妥
協
し
た
結
果
、
早
期
離

職
を
招
い
た
苦
い
経
験
を
回
顧
。
現

在
は
、
独
自
の
面
接
シ
ー
ト
に
よ
る

選
考
や
、
採
用
前
に
必
ず
職
場
体
験

（
一
週
間
）
を
実
施
す
る
な
ど
、
自

社
と
の
相
性
を
徹
底
し
て
見
極
め
る

仕
組
み
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

　

齋
藤
氏
は
、
か
つ
て
組
織
崩
壊
寸

前
の
危
機
に
瀕
し
た
経
験
か
ら
「
社

員
が
成
長
し
な
い
の
は
経
営
者
の
責

任
」
と
痛
感
し
、
経
営
理
念
を
軸
と

し
た
経
営
へ
転
換
し
た
歩
み
を
紹

介
。「
社
員
が
夢
を
持
て
る
会
社
」

を
目
指
し
、
業
務
の
仕
組
化
や
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
デ
ザ
イ
ン
の
整
備
を
進
め

る
こ
と
で
、
優
秀
な
人
材
が
迷
わ
ず

働
き
続
け
ら
れ
る
土
台
づ
く
り
に
注

力
す
る
取
り
組
み
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

都
丸
氏
は
、
外
国
人
技
能
実
習
生

の
受
入
経
緯
と
、
そ
の
高
い
就
労
意

欲
か
ら
「
自
社
に
と
っ
て
な
く
て
は

な
ら
な
い
存
在
」
で
あ
る
こ
と
を
強

調
。
ま
た
、
農
繁
期
に
お
け
る
Ｓ
Ｎ

Ｓ
求
人
広
告
の
活
用
事
例
や
、
Ｉ
Ｔ

ツ
ー
ル
導
入
に
よ
る
透
明
性
の
高
い

勤
怠
管
理
を
実
現
し
て
い
る
取
り
組

み
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

報
告
終
了
後
は
「
我
が
社
の
人
材

の
見
極
め
方
と
育
て
方
」
を
テ
ー
マ

に
グ
ル
ー
プ
討
論
を
実
施
。
各
社
の

実
践
事
例
を
腹
蔵
な
く
出
し
合
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
ブ
ル
で
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

六
月
二
十
六
日
（
金
）、
ビ
エ
ン
ト

高
崎
を
会
場
に
「
高
崎
支
部
六
月
例

会
」
を
開
催
。
税
理
士
事
務
所
ｓ
ｋ

ｙ
、
所
長
・
小
林
潤
氏
（
伊
勢
崎
支

部
）
が
「
税
務
調
査
か
ら
見
え
る
会

社
の
本
当
の
姿
～
あ
な
た
の
会
社
は

説
明
で
き
る
経
営
に
な
っ
て
い
ま
す

か
？
～
」と
題
し
て
報
告
し
ま
し
た
。

　

税
理
士
と
し
て
駆
け
出
し
の
頃
、

調
査
官
に
コ
テ
ン
パ
ン
に
や
ら
れ
た

経
験
か
ら
税
務
調
査
の
勉
強
を
重

ね
、
こ
れ
ま
で
約
一
〇
〇
件
も
の
調

査
立
ち
合
い
に
携
わ
っ
て
き
た
小
林

氏
。
報
告
冒
頭
に
「
脱
税
し
て
い
な

け
れ
ば
税
務
調
査
は
全
く
怖
く
な

い
」
と
断
言
し
た
上
で
、
税
務
調
査

の
種
類
や
主
な
脱
税
事
例
、
誤
解
の

多
い
節
税
対
策
な
ど
を
説
明
し
ま
し

人
材
の
見
極
め
方
と
育
て
方

人
材
の
見
極
め
方
と
育
て
方

渋
川
吾
妻
支
部
６
月
例
会

税務調査から見える税務調査から見える
会社の本当の姿会社の本当の姿

高崎支部６月例会

た
。

　

ま
た
、
調
査
現
場
で
の
具
体
的
な

注
意
点
と
し
て
「
社
長
は
極
力
立
ち

会
わ
な
い
」「
一
筆
は
絶
対
に
断
る
」

「
法
的
根
拠
を
必
ず
確
認
す
る
」
な

ど
を
挙
げ
、
そ
の
理
由
を
含
め
て
解

説
。
最
後
に
近
年
の
税
務
調
査
の
傾

向
に
触
れ
つ
つ
、「
調
査
は
社
長
と

税
理
士
の
二
人
三
脚
。
正
し
い
知
識

を
持
ち
、
堂
々
と
主
張
す
べ
き
は
主

張
し
て
ほ
し
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

報
告
終
了
後
は
「
税
務
調
査
を
恐

れ
な
い
経
営
と
は
？
」
を
テ
ー
マ
に

グ
ル
ー
プ
討
論
を
実
施
。
参
加
者
は

自
社
の
数
字
管
理
や
経
営
姿
勢
、
さ

ら
に
税
務
調
査
の
実
体
験
を
交
え
な

が
ら
活
発
に
意
見
を
交
わ
し
ま
し

た
。

アルミ精密部品の切削加工メーカー

株式会社 エーピーエム
充実した設備と長年培った確かな技術力で

お客様のご要望にお応えします！

〒373-0847 群馬県太田市西新町103-2
TEL0276-30-4058　FAX0276-30-4059

URL：http://www.apm-f.com　E-mail：fuse@apm-f.com
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六
月
二
十
三
日
（
火
）
に
開
催
さ

れ
た
太
田
支
部
例
会
で
は
、
二
〇
二

五
年
度
入
会
の
六
名
（
当
日
参
加
出

来
た
方
）
を
対
象
に
新
会
員
を
知
る

事
を
目
的
と
し
た
例
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

報
告
を
行
っ
た
の
は
、
㈱
シ
ン
ワ

ル
ブ
テ
ッ
ク
・
泉
隆
紀
氏
／
㈲
遠
藤

プ
レ
ス
・
遠
藤
汰
一
氏
／
渡
辺
商
店

（
ロ
ー
ソ
ン
邑
楽
篠
塚
店
）・
渡
邊
夏

子
氏
／RA

ISE�D
ESIGN

・
塚
越

健
太
氏
／
一
般
社
団
法
人
徳
栄
会
・

川
田
直
嗣
氏
／
㈱
太
田
治
工
・
岩
本

潤
子
氏
の
六
名
。
そ
れ
ぞ
れ
が
共
通

の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
使
用
し
、
自
己

紹
介
・
会
社
紹
介
・
経
営
課
題
・
意

気
込
み
の
順
に
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

事
業
内
容
や
経
営
課
題
、
個
人
を

知
る
こ
と
で
、
話
題
も
増
え
て
会
員

同
士
の
距
離
が
近
づ
く
様
子
が
見
て

取
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
例
会
参
加
者

の
八
割
以
上
が
閉
会
後
の
懇
親
会
に

も
参
加
し
、
報
告
を
終
え
た
新
会
員

を
労
い
つ
つ
、
懇
親
を
深
め
合
い
ま

し
た
。

　

前
橋
支
部
で
は
、
六
月
十
七
日

（
水
）、
如
意
寺
（
村
田
賢
秀
氏
／
前

橋
支
部
）
を
会
場
に
、
恒
例
と
な
っ

た
坐
禅
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

経
営
者
と
い
う
立
場
か
ら
離
れ
、

心
を
落
ち
着
か
せ
る
時
間
と
し
て
好

評
を
得
て
い
る
本
例
会
は
、
支
部
活

動
の
ス
タ
ー
ト
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
も

あ
り
、
前
年
度
に
立
て
た
目
標
の
振

り
返
り
と
新
た
な
目
標
設
定
の
機
会

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

富
岡
安
中
支
部
で
は
、
六
月

二
十
六
日
（
金
）、
富
岡
地
域
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
支
部
例
会
を

開
催
。（
公
財
）
群
馬
県
産
業
支
援

機
構
か
ら
大
久
保
理
事
長
を
は
じ
め

四
名
の
講
師
を
迎
え
、
同
機
構
の
概

要
と
特
徴
的
な
支
援
事
業
を
中
心
に

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
大
久
保
理
事
長
よ
り

「
一
〇
〇
名
の
専
門
家
集
団
に
よ
る

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
」
の
支
援
体
制

が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、

五
〇
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
受
発
注

あ
っ
せ
ん
、
さ
ら
に
今
年
四
月
に
開

設
さ
れ
た
「
生
産
性
向
上
支
援
セ
ン

タ
ー
」が
紹
介
さ
れ
、大
手
メ
ー
カ
ー

出
身
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
現
場
へ
赴

新
会
員
歓
迎
例
会

新
会
員
歓
迎
例
会

座
禅
例
会「
目
標
設
定
と
共
有
」

座
禅
例
会「
目
標
設
定
と
共
有
」

太
田
支
部
６
月
例
会

前
橋
支
部
６
月
例
会

群馬県産業支援機構群馬県産業支援機構
に聞くに聞く

富岡安中支部６月例会

き
、
ム
ダ
取
り
や
Ｉ
Ｔ
化
を
伴
走
支

援
す
る
「
訪
問
型
支
援
」
の
実
例
を

披
露
し
、
参
加
者
の
多
く
が
関
心
を

寄
せ
て
い
ま
し
た
。

　

報
告
後
の
グ
ル
ー
プ
討
論
で
は
講

師
陣
が
各
テ
ー
ブ
ル
に
入
り
、
個
別

の
経
営
課
題
に
対
す
る
助
言
や
支
援

メ
ニ
ュ
ー
の
活
用
法
に
つ
い
て
、
時

間
い
っ
ぱ
い
ま
で
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

　

最
後
は
、
佐
藤
支
部
長
よ
り
「
敵

（
外
部
環
境
）
を
知
り
己
（
自
社
）

を
知
れ
ば
百
戦
危
う
か
ら
ず
。
自
社

の
課
題
を
明
確
に
し
、
支
援
機
関
を

積
極
的
に
使
い
倒
し
て
勝
ち
残
ろ

う
」
と
の
力
強
い
呼
び
か
け
で
幕
を

下
ろ
し
ま
し
た
。

　

明
か
り
を
落
と
し
静
寂
に
包
ま
れ

た
本
堂
の
厳
か
な
雰
囲
気
の
中
、
耳

に
入
る
の
は
蛙
の
鳴
き
声
と
時
折
響

く
肩
を
打
つ
警
策
の
乾
い
た
音
。
そ

の
音
が
姿
勢
を
正
す
き
っ
か
け
と
な

り
、
最
後
ま
で
集
中
し
て
座
禅
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

座
禅
の
後
は
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
ブ
ル
で
昨
年

の
目
標
に
対
す
る
達
成
度
を
共
有
し

な
が
ら
、
今
期
の
目
標
を
埋
め
て
い

き
ま
し
た
。
記
入
・
回
収
し
た
シ
ー

ト
は
、
来
年
の
坐
禅
例
会
で
振
り
返

り
ま
す
。
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六
月
二
十
三
日
（
火
）、
プ
ラ
ザ
・

ア
リ
ア
を
会
場
に
「
伊
勢
崎
支
部
六

月
例
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
テ
ー

マ
は
「
自
社
の
永
続
条
件
～
創
業
者

は
若
手
人
材
に
何
を
託
す
の
か
？

～
」。
㈱
中
島
自
動
車
電
装
、
代
表

取
締
役
・
中
島
朗
氏
（
伊
勢
崎
支
部
）

と
川
口
淳
氏
の
二
名
が
、
創
業
者
と

若
手
人
材
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で
報

告
し
ま
し
た
。

　

創
業
か
ら
五
十
六
年
、
常
に
第
一

線
で
挑
戦
を
続
け
て
き
た
中
島
氏
。

フ
ロ
ン
回
収
機
や
ス
プ
レ
ー
缶
処
理

装
置
の
開
発
と
、
そ
の
サ
ブ
ス
ク
リ

プ
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
の
構
築
を
は
じ

め
、
時
代
の
変
化
を
捉
え
て
事
業
領

域
を
拡
げ
、
現
在
の
多
角
化
経
営
に

至
る
軌
跡
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
島
氏
が
若
手
人
材
に
伝

え
た
い
こ
と
と
し
て
「
出
来
な
い
・

無
理
は
禁
句
」「
三
現
主
義
」「
リ
サ

イ
ク
ル
精
神
」「
失
敗
は
つ
き
も
の
」

の
四
点
を
挙
げ
、
自
身
の
経
験
を
交

え
て
説
明
。
そ
れ
を
受
け
て
川
口
氏

は
、中
島
氏
か
ら
受
け
継
ぐ
べ
き「
思

い
や
り
」「
事
業
を
追
加
す
る
勇
気
」

「
地
域
・
社
会
か
ら
必
要
と
さ
れ
る

事
業
」と
い
う
三
つ
の
軸
を
胸
に「
自

ら
考
え
て
動
き
、
さ
ら
に
次
世
代
へ

良
い
形
で
バ
ト
ン
を
渡
し
た
い
」
と

若
手
人
材
と
し
て
の
決
意
を
力
強
く

表
明
し
ま
し
た
。

　

報
告
終
了
後
の
グ
ル
ー
プ
討
論
で

は
、
自
社
の
永
続
や
経
営
者
の
役
目

（
職
責
）、
創
業
者
の
覚
悟
と
受
け
継

ぐ
側
の
覚
悟
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

沼
田
支
部
で
は
、
六
月
二
十
四
日

（
水
）、
月
夜
野
き
の
こ
園
を
会
場
に

支
部
例
会
を
開
催
。「
初
め
て
の
Ａ

Ｉ
活
用
～
は
じ
め
の
一
歩
～
」
と
題

し
て
、
㈲
月
夜
野
き
の
こ
園
、
代
表

取
締
役
・
金
子
崇
範
氏
が
自
社
で
の

Ａ
Ｉ
活
用
事
例
の
紹
介
と
サ
ン
プ
ル

デ
ー
タ
を
使
っ
た
ワ
ー
ク
を
行
い
ま

し
た
。

　

金
子
氏
は
、
自
社
の
販
売
デ
ー
タ

や
会
計
ソ
フ
ト
な
ど
を
Ａ
Ｉ
に
紐
づ

け
る
こ
と
で
、
各
種
帳
票
の
出
力
や

分
析
に
活
用
し
て
い
る
事
例
を
紹

介
。
そ
の
場
で
実
際
に
出
力
し
、
Ａ

Ｉ
活
用
に
よ
る
時
間
短
縮
や
各
種

デ
ー
タ
分
析
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
Ｃ

ｌ
ａ
ｕ
ｄ
ｅ
を
使
え
る
状
態
に
し

て
、
金
子
氏
が
用
意
し
た
半
年
分
の

創
業
者
は
若
手
人
材
に

創
業
者
は
若
手
人
材
に

　
　
　
　
何
を
託
す
の
か
？

　
　
　
　
何
を
託
す
の
か
？

伊
勢
崎
支
部
６
月
例
会

初めてのＡＩ活用初めてのＡＩ活用

沼田支部６月例会

サ
ン
プ
ル
支
払
精
算
書
を
使
っ
て

ワ
ー
ク
を
開
始
。
清
算
書
を
ス
マ
ホ

で
撮
影
し
画
像
で
取
り
込
み
、
項
目

を
指
定
し
て
エ
ク
セ
ル
表
の
作
成
、

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ま
で
を
行
い
ま
し

た
。
さ
ら
に
理
解
度
に
合
わ
せ
て
、

商
品
別
で
の
分
析
や
音
声
で
の
修
正

指
示
な
ど
、
出
来
る
こ
と
を
追
加
し

て
い
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
聞
い

て
良
か
っ
た
。
使
い
方
の
幅
が
広

が
っ
た
」「
操
作
し
た
こ
と
で
、
や

れ
そ
う
な
事
・
や
っ
て
み
た
い
事
が

浮
か
ん
で
き
た
。
挑
戦
し
た
い
」「
業

務
効
率
ア
ッ
プ
の
た
め
に
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
」
と
い
っ
た
、
今
後
の
活

用
に
対
す
る
期
待
感
が
多
く
綴
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

〒378－0002  群馬県沼田市横塚町 896－2
TEL．0278－20－1110　FAX．0278－22－2102

URL http://kk-sanei .net/

軽量鉄骨システム建築 プレハブハウス

株式会社三栄工業

用途に合わせ自由設計、コスト削減（事務所、店舗、倉庫、他）

プレハブパネル工法は規格部材を工場生産  経済性に優れ、短工期
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同友会のホームページで
会員検索できます。

【40点並ぶマルシェ】
� ㈲下仁田納豆
　下仁田町内外の商店や飲食店が集う「スマイルマル
シェ」が21日午前９時～午後３時、同町馬山の㈲下仁
田納豆（代表取締役・南都隆道氏／富岡安中支部所属）
南田本店で開かれる。名産のこんにゃくや桑茶、革小物、
ジャムなどを扱う40店が並び、抽選会やメダカすくい
といった催しも行う。
　マルシェは下仁田納豆が６月と12月の年２回開き、
今回が11回目。同社の南都由美さんは「生産者と直接
会話できるのが一番の醍醐味。楽しい空間にしたい」
と話している。
� ［６／ 20付上毛］

【安全意識向上へ】
� 石川建設㈱
　工事現場の事故防止に向け、総合建設業の石川建設
㈱（支店長・石川貢氏／太田支部所属）は19日、市内
の結婚式場で同社グループ第50回安全大会を開いた。
社員や安全協力会250社の従業員ら計500人以上が参加
し、安全への意識を高めた。
　石川社長は「安全は経営の根幹で最優先課題。重要
性を共有することが大切。猛暑などさまざまな問題に
直面しているが乗り切っていきたい」とあいさつした。
� ［６／ 20付上毛］

【バスケ体験教室】
� ㈱群馬クレインサンダーズ
　バスケットボール男子Ｂリーグの㈱群馬クレインサ
ンダーズ（代表取締役・阿久澤毅氏／太田支部所属）
によるバスケットボール体験教室が24日、太田市飯塚
町の東別所幼稚園で開かれた。
　子どもの運動不足や体力低下の改善を目的にした、
Ｂリーグの社会貢献活動「Ｂ・Hope　アクティブチャ
イルドプログラム」の一環で行われた。
� ［６／ 25付上毛］

【子ども食堂に寄贈】
� ㈱群馬クレインサンダーズ
　バスケットボール男子Ｂリーグ１部の㈱群馬クレイ
ンサンダーズ（代表取締役・阿久澤毅氏／太田支部所属）
は27日、大泉町公民館で子ども食堂「おおいずみっ子
食堂」に、ミニバスケットゴールとバスケットボール
を寄贈した。
　同社の阿久澤毅社長と公式マスコット「サンダくん」
が訪れ、「バスケを楽しんで大きく成長して」と呼びか
けた。
� ［６／ 28付上毛］

【誰もが楽しめる温泉旅】
� ㈱ホテル松本楼
　年齢や障害の有無などにかかわらず旅を楽しめる「ユ
ニバーサルツーリズム」の認知が進み、県内の温泉宿
でもバリアフリー視点の部屋やプランが登場している。
高齢者や障害者の旅をサポートする「ユニバーサルツー
リズムぐんま」は宿泊施設と連携して安心な旅を提供
し、温泉地の魅力向上につなげている。
　㈱ホテル松本楼（代表取締役社長・松本光男氏／沼
田支部所属）もユニツーぐんまと連携し、24年から同様
の入浴介助サービスを提供している。バリアフリー対応
の客室と貸し切り風呂で高齢者や車いす利用者に温泉を
楽しんでもらい、「久しぶりにゆっくり漬かることがで
きた」「安心して任せられた」などと喜ばれているという。
� ［７／６付上毛］

【外国ルーツ高校生に日本で働く選択肢を】
� 中央カレッジグループ
　外国にルーツのある高校生の職業体験「Rootsイン
ターン」が８日、高崎市栄町の中央情報大学校で開か

れた。体験を通して外国の高校生に日本で働く選択肢
を広げてもらおうと、県とNPO法人カタリバが協力し
て年に２回開催。県内の高校生６人が参加し、将来の
キャリアについて理解を深めた。
　同校での開催は初めてで、高校生は授業の見学もし
た。中央カレッジグループ（代表理事長・中島利郎氏
／前橋支部所属）は留学生を対象にした学科もあり、
担当者は「外国から日本に訪れる方の受け皿になれた
ら」と話した。
� ［７／９付上毛］

【経営者、新事業を語る】
� ㈲石井設備サービス
　新事業に挑戦する企業を後押しする「第32回高崎モー
ニングピッチ」が９日、高崎市産業創造館で開かれた。
同市に拠点を置く企業経営者４人が、企業関係者ら約
50人を前に事業プランを熱く語った。
　㈲石井設備サービスの石井洋志社長（高崎支部所属）
は家畜のふん尿からバイオガスを取り出すプラント関
連機器の製造に取り組む。「国内は技術者が少なく、海
外製が多いのが課題」とし、日本の実情に合わせた製
品の普及に意欲を示した。
　来場者からは事業成長の可能性などについて質問が
出たほか、「ぜひ連携したい」との提案もあった。
� ［７／ 10付上毛］

【研究の楽しさ　高校生身近に】
� 共愛学園前橋国際大学
　地元の若者に大学の研究を体験してもらおうと、共
愛学園前橋国際大学（学長・大森昭生氏／前橋支部所属）
は10日、前橋市小屋原町の同大で、「高校生向けオープ
ンリサーチラボ」を初めて開き、共愛学園高の１年生
約340人が参加した。デジタル技術の先端研究や地域と
連携したプロジェクトを教授らが説明し、生徒たちが
研究の世界を身近に感じた。
　参加した高校生はグループに分かれ、４こま分の授
業時間を使って教授らから説明を受けた。同事業は今
後も行う予定で、県内高校に参加を呼びかけていく。
� ［７／ 11付上毛］

【私募債寄付】
� ㈱中島自動車電装
　㈱中島自動車電装（代表取締役・中島朗氏／伊勢崎
支部所属）。しののめ信用金庫の「SDGs私募債」で伊
勢崎市社会福祉協議会にコメ175㌔（約10万円相当）。
� ［７／ 18付上毛］

【磨いた美容技術　舞台で実演披露】
� 中央カレッジグループ
　中央カレッジグループ（代表理事長・中島利郎氏／
前橋支部所属）の高崎ビューティモード専門学校の「ヘ
アメイクファッションショー」が18日、高崎市内の結
婚式場で開かれた。学生300人余りが力を合わせ、華や
かな舞台を演出した。
　趣向を凝らしたヘアスタイルや化粧をしたモデルが
次々と登場。ダンスや化粧の様子を実演して会場を盛
り上げ、美容技術の集大成を披露した。
　オープンキャンパスと学習成果の発表を兼ねて実施。
高校生や保護者、美容関係企業の担当者ら約200人が来
場した。
� ［７／ 19付上毛］

【事務所移転】
　こばやし社会保険労務士事務所、代表・小林正子氏（伊
勢崎支部所属）は、この度、下記の通り事務所を移転
しました。
〒372-0804　伊勢崎市稲荷町160-6

【会員登録変更】
　伊勢崎液化㈱、代表取締役社長・小倉詳二氏（伊勢
崎支部所属）は、この度、「代表取締役社長・津久井克
明氏」に会員登録を変更しました。
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企業名･役職･氏名･生年･所在地･電話･FAX･業務内容･趣味･紹介者

７月度常任理事会承認

前
橋
支
部

〒371-0812　前橋市広瀬町3-33-14

　前橋市広瀬町にて、不動産事業（土地、
建物売買、賃貸、資産活用）を行っておりま
す。異業種の集まる同友会で視野を広げて
自社経営に活かしていきたいと思っており
ます。よろしくお願いいたします。

ＴＥＬ：027－263－0055
ＦＡＸ：027－261－7178

土地・建物（アパート・事業用）の売買、賃貸、資産運用、投資物件、バイヤーズエージェント

【紹介者／大川耕市・小池正律・萩原隆史】

㈲一二三

専務取締役
目　黒　　　順

S45年生

前
橋
支
部

〒371-0835　前橋市前箱田町387-1　TMO×3happy126号室

　弊社は、多様な強みを持つ約10名のプロ
フェッショナルチーム体制で、中小企業に
特化した企業型DCの導入・投資教育のサ
ポートをしております。激変する時代の中、
経営者自身の資産防衛や、社員が安心して
長く働ける環境づくりなど、皆様の「企業の
未来（お金）と組織の相談役」としてお役
に立ちたいと思っております。会員の皆様
との深い学びを楽しみにしております。

ＴＥＬ：027－289－8318
ＦＡＸ：027－226－6238

企業型ＤＣ、導入から教育（金融）

【紹介者／事務局】
読書

ライフ・ブレイス㈲

代表取締役
阿久津　照　孝

S33年生

太
田
支
部

〒373-0852　太田市新井町516-4　グランビル太田602

　当社は総合保険代理店ですが、私自身
はファイナンシャルプランナーとして普段活
動しております。企業の福利厚生としてFP
サービスの提供やマネーセミナー講師など
を行っております。同友会で多くの皆様と
学び合い、地域のお役に立てるよう精進し
てまいります。

ＴＥＬ：0276－60－5072
ＦＡＸ：0276－60－5073

生命保険・損害保険の提案、各種セミナーの提供

【紹介者／事務局】
下町酒場巡り

㈱ビルド・バリュー

支社長
深　坂　嘉　公

S45年生

桐
生
み
ど
り
支
部

〒376-0011　桐生市相生町1-464-4

　この度、入会しました大畠みのりで
す。全国で経営者や社員向けの企業研修
を手掛けています。声と表現力を磨き、
組織の魅力を高める研修をぜひお任せく
ださい。親子ミュージカルの活動も通じ
て、地元を盛り上げていきます。

ＴＥＬ：090－6153－3424

ミュージカルスクール、企業研修事業

【紹介者／長井可奈子】
ミュージカル

合同会社コアヴォイス・プロデュース

代　表
大　畠　みのり

S59年生

富
岡
安
中
支
部

〒379-0135　安中市郷原2982-1

　株式会社ユアーズ（小規模多機能ホー
ムごうばら、安中市）と株式会社丸福（放
課後等デイサービス・就労継続支援Ｂ型・
生活介護、太田市）の代表を務めておりま
す。介護・障がい福祉の現場では、人材育
成や組織づくり、地域とのつながりが重要
だと考え、日々経営改善に取り組んでおり
ます。よろしくお願いいたします。

ＴＥＬ：027－395－0150
ＦＡＸ：027－395－0220

小規模多機能ホームごうばらの運営

【紹介者／黛　佐予】
石鹸づくり、スキー

㈱ユアーズ

代表取締役
早　川　麗　子

S58年生

第３回


